
弘前広域都市計画の
変更原案の説明会

令和５年８月３１日（木）

令和５年９月 １日（金）

令和５年９月 ２日（土）

今回の変更内容について
１．弘前広域都市計画道路の変更（⻘森県決定）
２．弘前広域都市計画道路の変更（弘前市決定）

○県決定と市決定の違い
・市道のみで構成される都市計画道路

（変更箇所が市道のみの場合を含む）
⇒ 市決定

・一般国道または県道のみで構成される
都市計画道路

・一般国道または県道部分と市道部分の
双⽅で構成される都市計画道路
⇒ 県決定 1



都市計画道路について

○都市計画道路とは︓
都市の健全な発展と秩序ある整備を図るため、

都市計画法にもとづいて決定された道路

○目的とその効果︓
都市に必要な道路の建設を円滑に⾏うため、

事前にルートを⽰すとともに、道路予定地内に
おいて、⽐較的容易に移転、除去できるもの以
外の建築制限を⾏う。
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⽊造等の⽐較的容易に除去
できるものに限る

建築制限のイメージ
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都市計画法第５３条第１項の規定による建築の許可

都市計画施設（おもに都市計画道路等）の区域、計画地内において、
建築物を建築しようとするときは、市町村⻑（弘前市⻑）の許可が
必要になります。

○都市計画法第５３条第１項の規定による許可申請とは

• 階数が２以下で、かつ、地階を有しないこと。
• 主要構造部が⽊造、鉄骨造、コンクリートブロック造その他これらに類

する構造であること。
• 上記の⼆つの要件を満たし、かつ、容易に移転し、⼜は除却することが

できるものであると認められるもの。

○許可の基準

• 弘前市都市計画課へ申請→弘前市⻑の許可
• 都市計画施設の区域内に入っているかどうかの確認も弘前市都市計画課

で⾏っています。

○許可の流れ
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都市計画道路の⾒直し

H21︓⾒直し対象路線の検証

H22〜H24︓H21検証に基づく都市計画変更の⼿続き

H26︓第2回⾒直しのための市町村ヒアリング
→⾒直し対象路線に⼤きな違いはなく、

変更の⼿続きは⾏われていない。

H30〜R２︓市町村ヒアリング、交通需要推計調査
の実施。→⾒直し対象路線の再整理

R3〜R4︓一部都市計画で⾒直しに伴う変更の⼿続き
（むつ市、鰺ヶ沢町、⻘森市、東北町） 5



⾒直しのパターン

２．変更
計画幅員の変更、計画線形の変更等

３．廃止
路線の廃止、一部区間の廃止 等

必要性、代替性、実現性及び将来交通需要推計の
結果を踏まえ

１．継続

の３パターンに分類
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変更対象路線⼀覧表
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① 名称
幅員

車線の数

②
名称
延長

③
名称
延長

④
名称
幅員

⑤
幅員

⑥
名称
延長

⑦
延長

⑧
延長

市
決
定

３・４・２０号紺屋町野田線 ― ― 3・3・2号から終点までの幅員を変更

３・５・２号堀越大原線
３・５・２号堀越松原線

約5,450ｍ 約2,870ｍ
3・4・2号から終点までの約2,580mを廃
止

３・５・３８号真土野崎線 約1,450ｍ ― 全線廃止

３・５・３９号賀田兼平線 約1,300ｍ ―

変更
項目

変　更　の　内　容
備　　　考

変更前 変更後

25ｍ
4車線

16ｍ
2車線

起点から3・3・8号までの幅員を変更、
3・3・4号から3・3・8号までの車線の
数を変更

全線廃止

３・４・４号元寺町小沢線
３・４・４号元寺町大原線

― ― 起点から3・4・6号までの幅員を変更

約9,080ｍ 約8,780ｍ 起点部の約300mを廃止

約2,990ｍ 約2,860ｍ 終点部の約130mを廃止

図中
番号

路　線　名

３・４・２号富田千年線
３・４・２号富田広野線

３・３・１０号元寺町向外瀬線
３・４・３６号元寺町西城北線

県
決
定

３・４・１号和徳堀越線
３・４・１号撫牛子堀越線

一部
廃止

一部
廃止

変更

変更

変更

一部
廃止

全線
廃止

全線
廃止
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総括図

１．弘前広域都市計画道路の変更
（県決定）
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①３・３・１０号元寺町向外瀬線→３・４・３６号元寺町⻄城北線

市役所

ねぷた村

三上ビル

弘前公園

図A

図B

図C

図A 図B 図C

旧岩田家

三上ビル

弘前
教会

石場
旅館

翠明荘

弘前
中央
高校

亀甲町
広場

亀甲町
郵便局

幅員
18m→16m

幅員
25m→16m

車線数
4車→2車

北
北

北

弘前中央高校

時敏小
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中央弘前駅

④３・４・４号元寺町小沢線→３・４・４号元寺町大原線

中央弘前駅

弘前公園

図D

図D
三上ビル

幅員
18m→16m

北

青森銀行
親方町支店

11

ねぷた村

三上ビル

弘前中央高校

時敏小

市役所



幅員の変更（25m→16m）

1500 6000 1500

3500 9000 3500

16000

500 6500 2000 6500 500

4500 16000 4500

25000

①３・３・１０号元寺町向外瀬線の一部（北側）
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（３・４・３６号元寺町西城北線）

車道
（２車線）

自転車歩行者道

車道
（２車線）

中央分離帯路肩 路肩

自転車歩行者道

自転車歩行者道 自転車歩行者道

車道
（２車線）

路肩 路肩

幅員の変更（18m→16m）

1500 6000 1500

4500 9000 4500

18000

1500 6000 1500

3500 9000 3500

16000

①３・３・１０号元寺町向外瀬線の一部（南側）、④３・４・４号元寺町小沢線
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（３・４・３６号元寺町西城北線） （３・４・４号元寺町大原線）

車道
（２車線）

自転車歩行者道

路肩 路肩

自転車歩行者道

車道
（２車線）

自転車歩行者道

路肩 路肩

自転車歩行者道



②３・４・１号和徳堀越線→３・４・１号撫牛子堀越線
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撫牛子駅

城東小

北
城東小

弘前駅

廃止
L=約300m

萩原
乳業

③３・４・２号富田千年線→３・４・２号富田広野線
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弘前駅
中央
弘前駅

松原小
千年駅

千年駅

北

廃止
L=約130m



２．弘前広域都市計画道路の変更
（市決定）
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⑤３・４・２０号紺屋町野田線

17

時敏小

一中

保健センター
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太田印房



幅員の変更（22m→16m）
⑤３・４・２０号紺屋町野田線の一部

1000 9000 1000

2500 11000 2500

16000

500 6500 250

70003500 1000

22000

5006500250

7000 3500
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車道
（２車線）

自転車歩行者道 車道
（２車線）

中央分離帯路肩 路肩

自転車歩行者道

車道
（２車線＋付加車線）歩道

路肩 路肩

歩道

⑥３・５・２号堀越大原線→３・５・２号堀越松原線
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弘前南高校

小沢小

聖愛中・聖愛高校鷹揚郷
弘前病院

小沢郵便局

弘前実業高校

松原小

松原郵便局

弘前実業高校
北

廃止
L=約2,580m

鷹揚郷
弘前病院

凡 例

変更前

廃止
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⑦３・５・３８号真土野崎線
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北

市役所
岩木庁舎

岩木小

津軽中

兼平線 計画図

廃止
L=約1,450m

凡 例

変更前

廃止

変更後

であいの家
あうん

岩木保健
福祉センター

ヤマト運輸

市役所
岩木庁舎

⑧３・５・３9号賀田兼平線
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北

岩木小

津軽中

廃止
L=約1,300m

凡 例

変更前

廃止

変更後

JAつがる弘前
岩木支店

青研

岩木小

津軽中

市役所
岩木庁舎



原案に対して、意⾒を述べたい場合は、

今後のスケジュール
８月３１日、９月１日、9月２日

都市計画原案の説明会

１１月２１日
弘前市都市計画審議会

１２月２６日
⻘森県都市計画審議会

1０月２日１８時３０分
都市計画原案の公聴会

９月４日〜９月１９日
原案の閲覧 県庁都市計画課

弘前市都市計画課
閲覧場所

※申出がない場合は、公聴会自体開催されません
公聴会等の意⾒を参考に原案→案を作成

1０月2６日〜 1１月８日
案の縦覧 県庁都市計画課

弘前市都市計画課
縦覧場所

※案に対し、意⾒がある場合は、意⾒書を提出できます

○原案の閲覧
閲覧場所において、都市計画原案

（今回変更する道路の総括図など）を
確認することが可能です。

○公聴会
原案に対して、住⺠の皆様が意⾒を

述べる場です。弘前市在住であれば申
出が可能です。いただいたご意⾒につ
いては、後日、ご回答いたします。

○案の縦覧
縦覧場所において、都市計画案（今

回変更する道路の総括図など）を確認
することが可能です。

○県（市）都市計画審議会
学識経験者等の第三者からなる審議

会で、都市計画の案について調査・審
議し適切かどうか意⾒を知事（市⻑）
に答申します。

今後のスケジュール

（予定）

（予定）
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※午前８時３０分〜午後５時（土・日・祝日を除く）

（意⾒は審議会で提⽰されます）

（予定）

県決定分は９月１９日まで、市決定分は9月27日までに申出

以下、参考
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都市計画道路を取り巻く環境
１．県全体で、約124万人（R2国勢調査）の人口が、

2035年（R17）には、100万人を下回る推計。
（２割減少）

３．公共事業関係費の傾向
（予算の選択と集中、計画的な維持管理と更新に
よる既存ストックの活用）

４．本県の都市計画道路のうち、約４割の4００ｋｍ
以上が未着⼿区間となっている（H27末時点）

２．県内の自動⾞保有台数は、ピーク時（H29）から
減少傾向にある。（R4で約２％の減）
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弘前広域都市計画道路の状況

○８６路線（約１８４ｋｍ）を都市計画決定
している。（改良率は約６５％ ）

○H25、H28に個々の路線で都市計画変更の
⼿続きを実施。

○Ｈ21の⾒直し対象路線の検証後、H23に
⾒直しに伴う都市計画変更の⼿続きを実施。
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○今後も、定期的に⾒直しを⾏う。


